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る. この三つの機能は､新生代 ･第三紀 ･暁
新世の r霊長類化｣で､喉頭の多機能性すべ
て出揃うのである.
第二の ｢息こらえ｣効果は､横隔膜をはじめ
胸郭という肺呼吸運動の ｢結｣と腹腔壁とを
取 り囲む運動性器官による強力な呼気流圧を
｢徳｣に閉じ込める制御運動である.
｢寵｣に閉じ込めた呼気 ｢息こらえ｣効果は､
｢寵｣と腹腔との体幹腔全体を強固な膨張榊
造に仕立てるのである. ｢息こらえ｣効果の
強固な膨張構造の胸郭は､樹上三次元不連続
空間での多様な前肢運動時の軸関節となる訂
関節の運動支 (固)点を確保して､樹上三次
元不連続空間での運動を保証するのである･
｢息こらえ｣効果の作用時間は､約0.4秒間の
瞬時である. この約0.4秒間､瞬時に主体的
に作用するのが､霊長類固有というよりは､
樹上三次元不連続空間運動着固有の声帯完全
閉鎖機構である. というのは,霊長税と同じ
樹上三次元運動着であるツパイ目ツバイ科コ
モンツパイも声帯完全閉鎖機柄を持ち､樹上
運動が保証されているのである.
軸関節となる肩関節の運動固点の確保 r息こ
らえ｣は､多様な前肢の樹上三次元不連続空
間での運動を支援,保証していたのである･
つまり､わずか約0.4秒間の ｢息こらえ｣効果
が､肩関節の運動固点を保証して､樹上三次
元からの落下､墜落を阻止する ｢安全装直｣
という重要な役割を果たしているのである.
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